


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 1 ) 2017年 3 月、筆者撮影。以下、写真については、特に断りがない限り筆者に
よる撮影。
( 2 ) Scharfe, Wolfgang und Scheerschmidt, Holger (Hrsg.), Berlin—Brandenburg
im Kartenbild. Wie haben uns die anderen gesehen? Wie haben wir uns selbst












て故国へ񩀢񩀢：移民と故郷」『海港都市研究』 6 (2011年) 7 -18頁。
( 5 ) 秦泉寺友紀「今なぜ国立移民博物館なのかᴷᴷイタリアのナショナル・アイ
デンティティの現在」『和洋女子大学紀要』第56集(2016年)、29-39頁。
( 6 ) 安川晴基「ミュージアムと集合的記憶のマッピングᴷᴷドイツ歴史博物館、
ベルリン・ユダヤ博物館、記録センター＜テロルのトポグラフィー＞ᴷᴷ」『19
世紀学研究』 6 (2012年)、 3 -21頁。






( 8 ) Lachenicht, Susanne, Musée huguenots et lieux de mémoire en Allemagne et
dans les Îles britannique, Bulletin de la Société de l’Histoire du Protestantisme
Français, vol. 157(2011), pp.583-95. 特に、ベルリン・ユグノー博物館について
は、p.586f.







(12) Wilke, Jurgen, Die Französische Kolonie in Berlin, in: Schultz, Helga(Hrsg.),
Berlin 1650-1800. Sozialgeschichte einer Residenz, Berlin, 1992.
(13) 平田達治『ベルリン・歴史の旅 都市空間に刻まれた変容の歴史』大阪大学
出版会、2010年、190頁。








(17) 博物館の略史については、Hugenotten Museum Berlin のホームページ(http:
//www.hugenottenmuseum-berlin.de/de/museum/die-geschichte-des-
hugenottenmuseums-berlin)を参照した。
(18) モー司教区の聖職者たちの活動については、深沢克己「第 6 章 カルヴァン
以前のフランス宗教改革」『記憶と忘却のドイツ宗教改革』ミネルヴァ書房、
2017年、133-163頁に詳しい。
(19) 邦語で詳しくは、渡邊一夫『フランス・ルネサンスの人々』岩波文庫、2014
年(初版1992年)、203-223頁。
(20) ジュタール、前掲論文、249頁。
(21)「集合的記憶」25-29頁。
追記：本研究は、2016年度佛教大学教育職員研修(海外研修)の研究成果の一部であ
る。
宗教的マイノリティの「記憶の場」(塚本 栄美子)
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